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私学教育の魅力
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１、社会の未来＆子供の未来

２、子供の課題＆教育の課題

３、教育課題の一斉改革開始

４、建学精神が私学の魅力に
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クリエイティブ・クラスの時代
２０世紀におけるアメリカのクリエイティブ産業の成長（対労働人口比）

リチャード・フロリダ
”すべての人間はクリエイティブである”



ゴードン・ムーア 「ムーアの法則」 / レイ・カーツワイル 「シンギュラリティ」

シンギュラリティ
（技術的特異点）
２０４５年？

AI（人工知能）の進展の予測
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AI時代に消える・残る仕事

残る仕事の資質・能力
① 創造性
② 社会性
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●子供たちの６５％は、大学卒業後、今は存在していない職業

に就く。
（キャシーデビッドソン氏 ニューヨーク市立大学大学院教授）

●今後１０年～２０年程度で、約４７％の仕事が自動化される

可能性が高い。
（マイケル・オズボーン氏 オックスフォード大学準教授）

●２００７年に日本に生まれた子供は、１０７歳まで生きる確率

が５０％ある。
（リンダ・グラットン氏 ロンドン・ビジネススクール教授）

子供たちの未来



〜２０２５年の未来に、充実した仕事をするためには〜

① 高度な専門知識と技能を習得し続けること
② 友人関係や人脈などの人間関係を育むこと
③ 創造的に何かを生み出し、質の高い働き方をすること
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トーマス・ローレン『日本の高校』の序文より

今日の教育がかかえている課題は、日米両国ともに大きい。新しい技術が急激に発展するなかで、より高度な科学
やコミュニケーションの水準に合わせて、教育制度を改革していかなくてはならない。確かにそれは、あらゆる国家に
共通する国際的な課題だといえる。だが、われわれの教育制度は、その課題の本当の意味を理解して課題解決に取
り組んでいるとはいえない。・・・

日米両国がかかえているジレンマは、学校教育が、ますます技術革新や国際競争というせちがらい目的に適合して
いくなかで、いかにして人間の心や魂を豊かにし、伝統文化を豊富にしていくかということである。このような視点から
見て、日本は、バランスがとれているとはとてもいえない。アメリカも・・・

今日の学校教育には、いったい何が求められているのだろうか。私の考えでは、「学ぶ」ということを教育の中心にす
えるべきだ、ということである。つまり、音楽であれ、幾何であれ、あるいは生徒自身がかかえている問題を解決するこ
とであれ、多様な学習の技能と喜びを生徒に教えることである。

私が日本の高校を見て感じるのは、受験制度という重圧のもとで、この点に大きな歪みが生じているということだ。小
学校の時点では、生徒たちは世の中についての学習の仕方や問題の解決法を身につけており、この方面で実に見事
な成果をあげている。ところが中学校から高等学校にかけて、次第に学習の楽しみや方法が軽視され、教科の内容そ
のものに関心が限定されるようになっていく。そして、高校の卒業が近づくにつれて、創造的な思考や表現の機会がま
すます減少し、生徒一人ひとりの異常性が目につくようになる。

最後に、私は高等教育についてはまったく述べていないが、日本で最も改革を必要としているのは高等教育である。
大学が柔軟で進取の精神に富み、人間味にあふれている場合にのみ、入試制度の改革が可能となるのであり、ひいては
高校のカリキュラム改革が可能となるのである。

２

Thomas P. Rohlen （スタンフォード大学教授・文化人類学者）
1974〜1975（昭和49〜50)フィールド調査：５つの典型的高校
1988（昭和63年）日本語版出版（サイマル出版会）

〜その成功と代償〜



高校生の自己肯定感
「私は価値ある人間だと思う！」

９



33.5

28.8

17.0

18.5

6.5

24.6

32.6

51.9

13.9

16.5

14.0

3.3

20.8

9.2

1.4

1.5

10.2

9.7

14.6

5.4

9.2

5.5

13.4

12.5

2.5

1.0

6.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フランス

アメリカ

韓国

日本

勉強 友達 受験 就職 特技 修養 無し 無回答

日本青少年研究所「新千年生活と意識に関する調査」（２００１年）

高校生の学校生活意識
「重要だと思うことは？」
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PISA国際学力テスト・日本の結果推移

調査対象は15歳（日本は高１生）



PISAテストでの日本の課題



Universities                    2012

• Oxford                   12th C         48

• Cambridge            13th C         88

• Univ. Paris         13th C         47

• Heidelberg            14th C         54

• Harvard                 1636          46

• Yale                       1701          49

• U. Pennsylvania    1740          28

• Princeton               1746          35

• Columbia               1754          80

• MIT                        1861          77

• U. Tokyo                1876            8

• Stanford                 1891         54



◯筆記試験の得点で合否を決定する方法は用いません →高等学校で得られる機会には大変大
きな差があるからです。全員が同じ試験を受ける場合、教材の半分しか学習していない学生が
いて試験の得点が低くても、教材をすべて学んでいるが創造性が低く、異なる領域を統合するこ
とができない学生より将来有望である可能性があります。我が校にとって優れた学生を真に選
び出すような試験は存在しません。

＜ハーバード大学・アドミッションオフィス＞

米国大学における出願書類
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「高大接続改革」

学力の３要素を多面的に評価する

高校までに培った力を更に向上･

発展させ、社会に送り出すための学力の３要素を育成する

三位一体改革

学力３要素（改正学校教育法第３０条第２項）
生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，
これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をは
ぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

１５
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新学習指導要領の概要



知識・技能
生きて働く知識・技

能の習得

思考力・判断力・表現力等
未知の状況に対
応できる思考力・
判断力・表現力等

主体性・多様
性・協働性

主体的に学習
に取り組む態

度

学びを人生や社会
に生かす学びに向
かう力・人間性

習得

活用

探究

学力３要素 新学習指導要領
（資質・能力の３本柱）

６６

高大接続改革

NAGATSUKA2019

「主体性評価」の位置付け変化



ゆとり

つめこみ

見る・聞く・話す
中心の経験主義

読む・書く・計算
中心の系統主義

学習指導要領による教育理念の変遷

資質・能力
コンピテンシー

６１
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講義
（５％）

読書

（１０％）

映像と音声

（２０％）

デモンストレーション
（３０％）

ディスカッション

（５０％）

行動を伴う実習（７５％）

他人に対する説明（９０％）

Ｌearning Pyramid

(学習定着率）

アクティブラーニング（能動的学習）

National Training Laboratories



深い学び VS 浅い学び

５６
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オーストラリア・ブリスベーンの高校における
教科授業のassignments（研究課題）

・ ビジネス（科目）の課題
「インドにIKEAを建設するにあたって、何が重要か」

・ 経済の課題
「ある家族の一番希望に合う家を、経済的な視点から
調査、分析する」

・ 生物の課題
「大腸菌を殺菌するのに、どの物質が一番効率がよい
かについて根拠を示して論じる」

・ 英語（日本の国語）の課題
「Jasper Jonesという４００頁ある本を読んで、物語の
内容を変えず、空間を見つけて自分の物語を加え、
小説をもっと面白くする」

変える若者たち
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５２



７４

Human LinkIBカリキュラムの中心にはTOK、CASがある



資質・能力「社会性」
評価項目「あいさつ」

７４

Human Link

高校が掲げる教育目標のカテゴリー



Thank you !


